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第１章	 基本事項

1.1 策定の趣旨
　本市の水道事業は、昭和33年の創設以来、１町７村の合併や市の急速な発展に伴い拡張整備

を重ね、平成28年度末には楢川簡易水道事業との統合を行いました。現在の計画給水人口は

66,840人、計画１日最大給水量は29,630m3/日であり、平成30年度末の普及率は99％に達し

ており、水道普及のための拡張整備はほぼ完了したといえます。

　今後の水道事業経営は、人口減少等による水需要の低迷が予想される中で、老朽化した施設の

更新、地震等の災害対策、環境配慮への取組、利用者ニーズの多様化・高度化に追従したサービ

スの提供等、様々な課題に対応していかなければなりません。

　このような状況を踏まえ、本市では、平成21年度に、水道事業の使命である“安全な水道水の

安定的な供給”を将来にわたって持続させていくために、当面60年間の施設の整備･更新･維持

管理の計画となる『塩尻市水道長期基本構想』（以下、「長期基本構想」という。）を策定しまし

た。長期基本構想は、施設の整備･更新･維持管理に伴う水道料金への影響を最小限に抑えるた

めのライフサイクルコストの低減を主眼とし、施設の更新にあわせて効率化や機能向上を目指す

『水道システム再構築計画』、施設の整備･更新時期、延命化によるライフサイクルコスト低減方

策、実現のための財政計画を定めた『施設整備計画』、整備された施設を適切に維持管理してい

くための『アセットマネジメント計画』の３つの計画から構成されています。

　また、長期基本構想に基づき、水道事業全般の課題を抽出したうえで目指すべき将来像を定め、

10年間の中期的目標と事業方針を定める『塩尻市水道ビジョン』（以下、「第１期ビジョン」とい

う。）を同じく平成21年度に策定し、これに沿ったかたちで事業運営を進めてきました。

　この間の平成23年には東日本大震災という未曾有の災害が発生し、また人口の減少も背景と

して、厚生労働省はこれまでの『水道ビジョン』を見直し、「安全」、「強靱」、「持続」の３つを水

道の理想像とする『新水道ビジョン』を公表しました。

　この度、第１期ビジョンが令和元年度末（2019年度末）に計画期間を満了したことを受け、本

市では『第２期塩尻市水道ビジョン』（以下、「第2期ビジョン」という。）を策定します。これは、

国の『新水道ビジョン』が掲げる理想像を踏まえて本市水道事業の将来像を見直し、持続的な水

道水の供給体制を確保していくための今後10年間の方向性や実現方策を示すものです。
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第１章　基本事項

1.2 計画の位置付け
　第２期ビジョンは、本市水道事業における中期的な事業経営の方針を示すものとなります。市

の総合計画や国の新水道ビジョンといった上位計画の理念や方向性を踏まえつつ、長期基本構

想や第１期ビジョンの施策進捗状況を踏まえて策定したものです。

　また、第２期ビジョンにあわせ、『アセットマネジメント』及び『水道施設再構築計画』の策定

も予定しています。これは、将来を見据えた水道施設の再構築のための整備事業を、財源の裏付

けを持って進めていくための長期的な視点での計画となります。

塩尻市水道ビジョン（第1期）
（2010～2019年度）

長期基本構想を踏まえた10カ年計画
　　○施設整備、維持管理
　　○経営効率化、給水サービス

塩尻市水道長期基本構想
（2010～2069年度）

塩尻市水道施設の更新・維持管理に
　関する長期計画

新水道ビジョン
（2013年3月）

第五次塩尻市総合計画
（2015～2023年度）

国や市の上位計画

水道施設再構築計画
（2020年度以降策定予定）

アセットマネジメント計画
（2020年度策定予定）

事業運営・施設整備に関する長期計画

塩尻市水道の先行計画

第２期
塩尻市水道ビジョン
（2020～2029年度の事業方針）

　先行する「水道長期基本構想」「第1期ビ
ジョン」の理念を継承しつつ、国や市の上位
計画、事業環境の変化を踏まえ、長期基本
構想の見直しも含めた視点から今後10年間
の事業方針を定めるもの。

　長期的な視点で施設更新需要、財政
収支の見通しから、効果的かつ効率的
な施設投資を行うための計画

　将来を見据えた水道システム全体の
見直しを受け、長期的な視点で水道施
設整備を図っていくための整備計画

【 第2期塩尻市水道ビジョンの位置付け 】
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1.3 計画期間
　第２期ビジョンの計画期間は、令和２年度（2020年度）を計画初年度とし、計画期間を10年間、

目標年度を令和11年度（2029年度）とします。

　本ビジョンで掲げる方針に基づき令和２年度には『アセットマネジメント』を策定し、令和３年

度より運用する予定です。また、水道システムの見直しにより、『水道施設再構築計画』を令和６

年度に策定し、令和７年度より実施していきます。

　また、本ビジョンや『アセットマネジメント』、『水道施設再構築計画』等を踏まえ、現行計画で

ある『水道事業経営戦略』や『管路耐震化計画』等についても随時見直しを図ります。

【 第2期塩尻市水道ビジョン及び関連計画の計画期間 】

2015年度～2023年度(9年間)

第１期 第２期 第３期

2016年度～2040年度(25年間)

2010年度～2069年度（60年間）

2010年度～2019年度

2020年度～2029年度（10年間）

2017年度～2026年度（10年間）

2015年度～2024年度（10年間）

2020年度策定予定

2015
H27計　画　名　称　等

塩尻市上位計画

第五次塩尻市総合計画
長期戦略

第五次塩尻市総合計画
中期戦略

塩尻市人口ビジョン

塩尻市水道
長期基本構想

塩尻市水道ビジョン
（第 1期ビジョン）

第 2期
塩尻市水道ビジョン

塩尻市水道事業
経営戦略

塩尻市水道事業
管路耐震化計画

塩尻市水道事業
アセットマネジメント

2024年度策定予定調査・検討

改定・継続

改定・継続

塩尻市水道事業
水道施設再構築計画

塩尻市水道事業関連計画

2016
H28

2017
H29

2018
H30

2019
R1

2020
R2

2021
R3

2022
R4

2023
R5

2024
R6

2025
R7

2026
R8

2027
R9

2028
R10

2029
R11

2030以降
（R12以降）




